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インターバンクの声 （2017 年 3 月 2 日） 
 

トランプ氏の議会演説では、議会に官民出資による 1 兆ドルのインフラ投資の法案

承認を要請することや、中間層への「大規模な」税負担軽減措置と法人税改革など

について言及していた。 

事前に想定された以上に景気刺激の見込めるような材料は見られなかったが、経済

成長を重視した内容であり失望には至っていない。 

ひとまずトランプ大統領の議会演説も無難に通過し、次のメイントピックスとなり得る

のは FRB の金融政策ということになりそうだ。 

3/10(金)に米 2 月雇用統計、3/15(水)に米 2 月消費者物価指数と 3 月利上げを占

う上で重要な経済指標が控えているが、FRB 高官が対外的な情報発信を禁じられ

る『ブラックアウト期間』の発表となるため、自らの発言で利上げを織り込ませることは

できない。 

そのため、一昨日のサンフランシスコ連銀・ウイリアムズ総裁の講演、NY 連銀・ダド

リー総裁のインタビューなどに、早めに 3 月利上げを織り込ませる意図があったので

はないかとの憶測まで出ていた。 

明日 3 日にイエレン FRB 議長・フィッシャー副議長の講演がそれぞれ予定されてい

るが、3 月利上げを金融市場に織り込ませるためには事実上、最後のチャンスとなる

ため、非常に興味深いイベントになる。 
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